
(57)【要約】

【課題】本発明は、電圧切り替え作業が容易で、省スペ

ースで配置可能である回路遮断器を提供することを目的

としている。

【解決手段】本発明に係る回路遮断器の構造は、負荷側

端子５は三つの端子を速結端子にて構成し、三つのうち

二つの端子を選択して、その端子に電線を接続すること

で電圧切り替えを行う形式とし、負荷側端子の上面に接

続しない端子部分を施蓋するプレート７を取り付け可能

とし、電圧切り替え作業を容易にしたことを特徴とする

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ス 上 面 に は 電 路 を 開 閉 す る 操 作 ハ ン ド ル を 有 し 、 前 記 ケ ー ス の 一 方 の 面 に は 電 源 側
端 子 を 、 対 向 す る 面 に は 負 荷 側 端 子 を 設 け た 回 路 遮 断 器 に お い て 、 前 記 負 荷 側 端 子 は 三 つ
の 端 子 を 速 結 端 子 に て 構 成 し 、 三 つ の う ち 二 つ の 端 子 を 選 択 し 、 そ の 端 子 に 電 線 を 接 続 す
る こ と で 電 圧 切 り 替 え を 行 う 形 式 と し 、 前 記 負 荷 側 端 子 の 上 面 に 接 続 し な い 端 子 部 分 を 施
蓋 す る プ レ ー ト を 取 り 付 け 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 回 路 遮 断 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ー ス 上 面 に は 電 路 を 開 閉 す る 操 作 ハ ン ド ル を 有 し 、 ケ ー ス の 一 方 の 面 に は
電 源 側 端 子 を 、 対 向 す る 面 に は 負 荷 側 端 子 を 設 け た 回 路 遮 断 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 回 路 遮 断 器 に お い て 電 圧 切 り 替 え は 、 回 路 遮 断 器 に 接 続 さ れ る 導 電 バ ー で 行 わ れ
て い た 。 し か し な が ら 、 最 近 で は 分 電 盤 の 省 ス ペ ー ス 化 が 望 ま れ 、 回 路 遮 断 器 も 薄 型 と な
り 、 回 路 遮 断 器 に 導 電 バ ー を 接 続 す る ス ペ ー ス も 減 っ て き て お り 、 導 電 バ ー で の 電 圧 切 り
替 え が 困 難 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 回 路 遮 断 器 内 で 電 圧 切 り 替 え が 可 能 で あ る も の が 考 え 出 さ れ た 。 電 源 側 端 子 の
一 つ を 可 動 と し 端 子 を 移 動 す る こ と で 電 圧 切 り 替 え を 行 う も の で あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 ２ ０ ０ ５ カ ワ ム ラ 総 合 カ タ ロ グ 電 設 資 材 編 　 平 成 １ ７ 年 ５ 月 １ 日 発 行
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ３ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 端 子 を 可 動 と し た 回 路 遮 断 器 で は 、 電 圧 切 り 替 え の 機 構 が 回 路 遮 断 器
の ケ ー ス 内 部 に 配 置 さ れ て い る た め 、 電 圧 切 り 替 え の 際 に は 分 電 盤 か ら 回 路 遮 断 器 を 取 り
外 し て 、 回 路 遮 断 器 の ケ ー ス を 開 け 、 端 子 の 移 動 作 業 を 行 わ な く て は な ら な い た め 、 作 業
性 が 悪 く 、 面 倒 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 電 圧 切 り 替 え 作 業 が 容 易 で 、 省 ス ペ ー ス で 配 置 可 能 で あ る 回 路 遮 断 器
を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 そ の 構 造 は 、 負 荷 側 端 子 は 三 つ の 端 子 を 速 結 端 子 に て 構 成 し
、 三 つ の う ち 二 つ の 端 子 を 選 択 し 、 そ の 端 子 に 電 線 を 接 続 す る こ と で 電 圧 切 り 替 え を 行 う
形 式 と し 、 負 荷 側 端 子 の 上 面 に 接 続 し な い 端 子 部 分 を 施 蓋 す る プ レ ー ト を 取 り 付 け 可 能 と
し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 回 路 遮 断 器 は 、 負 荷 側 端 子 は 三 つ の 端 子 を 速 結 端 子 に て 構 成 し 、 三 つ の う
ち 二 つ の 端 子 を 選 択 し 、 そ の 端 子 に 電 線 を 接 続 す る こ と で 電 圧 切 り 替 え を 行 う 形 式 と し 、
負 荷 側 端 子 の 上 面 に 接 続 し な い 端 子 部 分 を 施 蓋 す る プ レ ー ト を 取 り 付 け 可 能 と し た た め 、
回 路 遮 断 器 を 分 電 盤 か ら 取 り 外 す こ と な く 電 圧 切 り 替 え 作 業 が 行 え 、 作 業 性 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。 導 電 バ ー で の 電 圧 切 り 替 え で は な い の で 、 そ の ス ペ ー ス が 不 要 と な り 分 電
盤 を 小 型 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 簡 単 に 電 圧 切 り 替 え が で き る 回 路 遮 断 器 を 提 供 す る と い う 目 的 を 、 最 小 の 部 品 点 数 で 、
回 路 遮 断 器 の 大 き さ も 大 き く す る こ と な く 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 回 路 遮 断 器 の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ２ の 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 回 路 遮 断 器 １ は 、 ケ ー ス ２ の 上 面 に 電 路 を 開 閉 す る 操 作 ハ ン ド ル ３ を 設 け 、 ケ ー ス ２ の
一 方 の 面 に は 電 源 側 端 子 を 、 対 向 す る 他 方 の 面 に は 負 荷 側 端 子 を 配 置 す る 。 単 相 ３ 線 式 の
電 路 に 使 用 可 能 で あ り 、 電 源 側 端 子 ４ 、 負 荷 側 端 子 ５ そ れ ぞ れ ３ つ の 端 子 、 Ｌ １ 極 、 Ｎ 極
、 Ｌ ２ 極 が 設 け ら れ る 。 負 荷 側 端 子 ５ は 速 結 端 子 で 構 成 さ れ 、 電 線 を 端 子 に 差 し 込 む と 速
結 ば ね ６ に よ り 固 定 さ れ る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 負 荷 側 端 子 ５ の 中 央 の 端 子 は 、 Ｎ 極 端 子 ５ ａ で 、 こ の Ｎ 極 端 子 ５ ａ を 挟 ん で Ｌ １ 極 端 子
５ ｂ 、 Ｌ ２ 極 ５ ｃ が 配 置 さ れ る 。 負 荷 側 端 子 ５ の 前 面 に は 端 子 プ レ ー ト ７ を 取 り 付 け る こ
と が で き る 。 端 子 プ レ ー ト ７ は 、 Ｌ １ 極 端 子 － Ｎ 極 端 子 用 ７ ａ 、 Ｎ 極 端 子 － Ｌ ２ 極 端 子 用
７ ｂ 、 Ｌ １ 極 端 子 － Ｌ ２ 極 端 子 用 ７ ｃ の ３ 種 類 あ る 。 Ｌ １ 極 端 子 － Ｎ 極 端 子 用 ７ ａ は 、 負
荷 側 端 子 ５ の 上 側 二 つ の 端 子 （ Ｌ １ 極 端 子 ５ ｂ 、 Ｎ 極 端 子 ５ ａ ） に 対 向 す る 位 置 に 開 口 ８
を 設 け た も の で あ る 。 Ｎ 極 端 子 － Ｌ ２ 極 端 子 用 ７ ｂ は 、 負 荷 側 端 子 ５ の 下 側 二 つ の 端 子 （
Ｎ 極 端 子 ５ ａ 、 Ｌ ２ 極 端 子 ５ ｃ ） に 対 向 す る 位 置 に 開 口 ８ を 設 け た も の で あ る 。 Ｌ １ 極 端
子 － Ｌ ２ 極 端 子 用 ７ ｃ は 、 負 荷 側 端 子 ５ の 上 側 の 端 子 （ Ｌ １ 極 端 子 ５ ａ ） と 、 下 側 の 端 子
（ Ｌ ２ 極 端 子 ５ ｃ ） に 対 向 す る 位 置 に 開 口 ８ を 設 け た も の で あ る 。 三 相 用 ま た は 単 相 ３ 線
分 岐 用 ７ ｄ は 、 負 荷 側 端 子 ５ の ３ つ の 端 子 （ Ｌ １ 極 端 子 ５ ｂ 、 Ｎ 極 端 子 ５ ａ 、 Ｌ ２ 極 端 子
５ ｃ ） に 対 向 す る 位 置 に そ れ ぞ れ 開 口 ８ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ ０ ０ Ｖ の 電 圧 の 場 合 は 、 中 央 の Ｎ 極 端 子 ５ ａ と 上 下 い ず れ か の 端 子 （ Ｌ １ 極 端 子 ５ ｂ
、 Ｌ ２ 極 端 子 ５ ｃ ） を 接 続 す る 。 ま た 、 ２ ０ ０ Ｖ へ の 電 圧 切 り 替 え は 、 上 下 の 端 子 （ Ｌ １
極 端 子 ５ ｂ 、 Ｌ ２ 極 端 子 ５ ｃ ） を 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 電 源 側 端 子 ４ か ら は Ｌ １ 極 端 子 ４ ｂ 、 Ｎ 極 端 子 ４ ａ 、 Ｌ ２ 極 端 子 ４ ｃ の ３ 極 と も 負 荷 側
端 子 ５ へ 通 電 さ れ る 。 負 荷 側 端 子 ５ で 電 圧 切 り 替 え を 行 う た め 、 負 荷 側 端 子 ５ の 部 分 に 端
子 プ レ ー ト ７ を 取 り 付 け て 任 意 の 電 圧 が と れ る よ う に し 、 誤 っ て 電 圧 切 り 替 え が 行 わ れ な
い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 回 路 遮 断 器 １ の ケ ー ス ２ の 外 側 に 端 子 プ レ ー ト ７ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 電 圧 切 り 替
え を 行 う の で 、 電 圧 切 り 替 え の た め に 分 電 盤 か ら 回 路 遮 断 器 １ を 取 り 外 す こ と な く 、 作 業
が 行 え 、 作 業 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 の 分 電 盤 の よ う に 、 導 電 バ ー を 切 り 替 え て 電 圧 切 り 替 え を 行 う も の と 比 べ て 、 省 ス
ペ ー ス と な り 、 分 電 盤 の キ ャ ビ ネ ッ ト を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 回 路 遮 断 器 １ の ケ ー ス ２ の 外 に 電 圧 切 り 替 え を 行 う 端 子 プ レ ー ト ７ を 取 り 付 け る の で 、
ケ ー ス ２ は 、 電 圧 の 異 な る も の で も 共 用 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 回 路 遮 断 器 の ケ ー ス 外 側 に 端 子 プ レ ー ト を 取 り 付 け て 、 電 線 ま た は 導 電 バ ー の 端 子 へ の
接 続 を 制 限 す る こ と に よ り 電 圧 切 り 替 え を 行 い 、 回 路 遮 断 器 は 簡 単 な 構 造 で 製 作 で き 、 電
圧 切 り 替 え 作 業 も 容 易 に で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 回 路 遮 断 器 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 回 路 遮 断 器 に 取 り 付 け ら れ る 端 子 プ レ ー ト を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 １ 　 　 回 路 遮 断 器
　 ２ 　 　 ケ ー ス
　 ３ 　 　 操 作 ハ ン ド ル
　 ４ 　 　 電 源 側 端 子
　 ４ ａ 　 電 源 側 Ｎ 極 端 子
　 ４ ｂ 　 電 源 側 Ｌ １ 極 端 子
　 ４ ｃ 　 電 源 側 Ｌ ２ 極 端 子
　 ５ 　 　 負 荷 側 端 子
　 ５ ａ 　 負 荷 側 Ｎ 極 端 子
　 ５ ｂ 　 負 荷 側 Ｌ １ 極 端 子
　 ５ ｃ 　 負 荷 側 Ｌ ２ 極 端 子
　 ６ 　 　 速 結 ば ね
　 ７ 　 　 端 子 プ レ ー ト
　 ７ ａ 　 Ｌ １ 極 端 子 － Ｎ 極 端 子 用
　 ７ ｂ 　 Ｎ 極 端 子 － Ｌ ２ 極 端 子 用
　 ７ ｃ 　 Ｌ １ 極 端 子 － Ｌ ２ 極 端 子 用
　 ７ ｄ 　 三 相 用 ま た は 単 相 ３ 線 分 岐 用
　 ８ 　 　 開 口
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